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連
　
載

黒
沼
ユ
リ
子
氏

―
―
世
界
を
見
た
か
ら
語
り
伝
え
た
い佐

藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第⑨回

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
＆
ラ
イ
タ
ー
）

▼
序
章

２
０
２
１
年
６
月
４
日
、

今
回
の
挑
戦
者
、
黒
沼
ユ
リ
子

氏
は
81
歳
に
な
っ
た
。
ま
だ
ま

だ
続
く
人
生
で
は
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
は
、
普
通
の
人

と
は
異
な
り
、
そ
れ
は
一
歩
一

歩
、
自
身
が
歩
を
進
め
て
来
た

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ

の
歩
先
は
前
に
、
し
か
も
よ
り

高
く
。

西
洋
音
楽
、
と
り
わ
け
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
の
関
わ
り
の
人
生

で
あ
っ
た
が
、
い
つ
し
か
多
く

の
人
、
そ
の
関
わ
り
の
地
、
さ

ら
に
共
有
す
る
人
生
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
特
別
の
人
、
異

郷
の
地
、
さ
ら
に
は
多
く
の

国
々
で
の
経
験
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
音
楽
家
は
、
芸

術
家
で
あ
り
、
表
現
者
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
自
身
の
そ
の
時
の

感
性
や
感
情
を
伝
え
る
宿
命
を

た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
の
生
徒
た

ち
を
連
れ
て
日
本
公
演
な
ど

も
行
い
、
日
本
と
メ
キ
シ
コ

の
架
け
橋
を
築
い
た
。
こ
の

活
動
は
文
化
交
流
に
貢
献
し

た
と
し
て
、
ユ
リ
子
は
「
ア

ス
テ
カ
の
鷲
勲
章
」
を
１
９

８
６
に
受
章
し
た
。

こ
の
間
、
ユ
リ
子
夫
婦
は

合
意
の
下
で
独
立
し
た
仕
事

を
行
っ
て
い
た
が
関
係
は
疎

遠
と
な
っ
た
の
で
、
１
９
８

８
年
に
離
婚
し
た
。
そ
の

後
、
メ
キ
シ
コ
で
、
イ
ベ
ン

ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
渡
部

高
揚
氏
と
出
会
い
、
日
本
人

と
し
て
の
親
近
感
を
も
ち
、

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
人
生
を

協
働
す
る
こ
と
に
し
た
。
渡

部
氏
は
、
世
界
中
か
ら
「
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
人
形
」

を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
く
れ

た
。
そ
の
後
、
母
も
東
京
か

ら
メ
キ
シ
コ
で
滞
在
す
る
よ

う
に
な
り
、
ユ
リ
子
は
メ
キ

シ
コ
の
暮
ら
し
に
満
足
し
て

い
た
。

し
か
し
時
間
の
経
過
は
、

ア
カ
デ
ミ
ア
に
も
か
げ
り
が

出
て
来
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア
で

は
、
音
楽
の
基
礎
を
し
っ
か
り

や
り
、
国
際
的
友
好
の
場
に
す

る
こ
と
も
、
教
育
理
念
と
し
て

そ
の
年
11
月
、
高
校
在
学

中
で
あ
っ
た
が
単
身
、
パ
リ
経

由
で
チ
ェ
コ
に
渡
航
し
た
。
気

が
付
け
ば
、
ユ
リ
子
は
早
く
も

日
本
を
離
れ
、
脚
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
立
っ
て
い
た
。

▼
第
二
楽
章
　
プ
ラ
ハ

プ
ラ
ハ
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

バ
キ
ア
の
首
都
で
あ
る
。
プ
ラ

ハ
で
は
、
音
楽
芸
術
ア
カ
デ
ミ

ー
に
就
学
し
寮
生
活
と
な
っ

た
。
フ
ラ
ン
テ
ィ
シ
ェ
ッ
ク
・

ダ
ニ
エ
ル
教
授
が
、
そ
の
音
楽

学
部
長
で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

者
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
来
た

孫
の
よ
う
な
女
の
子
の
腕
前

を
と
、
演
奏
を
促
し
た
。
ユ
リ

子
は
、
バ
ッ
ハ
の
「
シ
ャ
コ
ン

ヌ
」、
さ
ら
に
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
や
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
曲
も

暗
譜
で
弾
き
こ
な
し
た
。
ダ
ニ

エ
ル
先
生
は
、
ユ
リ
子
を
弟
子

に
す
る
と
し
た
。
同
先
生
の
指

導
方
法
は
、
日
本
で
と
は
異
な

り
、
先
生
が
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し

て
、
楽
譜
を
い
か
に
表
現
す
る

か
を
教
え
た
。
そ
の
後
、
ユ
リ

子
も
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
演
奏

家
、
そ
し
て
指
導
者
と
も
な
っ

た
が
、「
印
刷
さ
れ
た
音
符
か

ら
い
か
に
音
楽
を
引
っ
張
り

出
す
か
」、
そ
の
神
髄
を
教
わ

っ
た
。

プ
ラ
ハ
に
は
い
ま
で
も
続

く
ス
メ
タ
ナ
の
命
日
５
月
12

日
か
ら
始
ま
る
「
プ
ラ
ハ
の

春
」
と
い
う
国
際
音
楽
祭
が

あ
る
。
チ
ェ
コ
の
人
々
、
ス

ラ
ブ
民
族
は
音
楽
が
好
き
で

あ
る
。
プ
ラ
ハ
に
は
三
つ
も

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
り
、
多

数
の
演
奏
会
が
開
か
れ
る
。

演
奏
者
が
有
名
か
無
名
か
で

は
な
く
曲
目
が
関
心
で
、
そ

れ
を
聴
き
に
行
く
。
見
る
目

で
は
な
く
、
聴
く
耳
の
持
ち

主
た
ち
の
国
民
で
あ
る
。

そ
の
伝
統
は
、
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
、
あ
る
い
は
ス
ラ

ブ
民
族
の
国
情
が
つ
く
っ

た
。
第
２
次
世
界
大
戦
後

は
、
社
会
主
義
体
制
に
な
っ

た
が
、
多
民
族
・
多
言
語
の

国
家
が
並
立
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
中
に
あ
り
、
政
治
的
な

発
言
は
ご
法
度
と
い
う
背
景

が
あ
っ
た
。
が
、
音
楽
は
、

共
通
言
語
で
あ
り
、
民
族
の

歴
史
や
精
神
を
も
表
現
し
、

共
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

音
楽
は
世
界
の
共
通
語
で
あ

る
こ
と
を
、
チ
ェ
コ
で
学
ん

だ
。
そ
れ
は
、
チ
ェ
コ
の
人

は
何
で
音
楽
が
好
き
な
の
か

の
答
え
で
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
折
、
ユ
リ
子
は
メ

キ
シ
コ
か
ら
の
留
学
生
と
出

会
っ
た
。
そ
の
男
性
は
、
カ

レ
ル
大
学
で
考
古
学
を
学
ぶ

リ
カ
ル
ド
・
フ
ェ
レ
ー
。
音

楽
し
か
知
ら
な
か
っ
た
ユ
リ

子
は
、
歴
史
・
社
会
・
文

学
・
美
術
・
演
劇
・
政
治
な

ど
が
、
い
か
に
人
生
に
お
い

て
重
要
で
あ
る
か
を
、
彼
と

の
現
地
旅
行
や
体
験
を
通
し

て
学
ん
だ
。
結
果
、
１
９
６

で
あ
る
。
１
階
は
図

書
館
と
談
話
室
。
２

階
と
３
階
の
展
示
室

に
は
、
50
歳
で
伴
侶

と
な
っ
た
渡
部
氏
が

収
集
し
た
９
０
０
点

を
超
え
る
「
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
弾
く
人
形

た
ち
」
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
渡
部
氏

は
、
そ
の
展
示
を
見

る
こ
と
な
く
２
０
１

５
年
に
、
メ
キ
シ
コ

で
急
逝
し
た
。
人
生

は
不
惑
で
あ
る
が
、

実
践
し
て
い
た
が
、
次
第
に
単

な
る
音
楽
教
室
化
し
て
き
た
。

恒
例
と
し
て
い
た
訪
日
コ
ン

サ
ー
ト
の
実
現
も
難
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
ア
カ
デ
ミ
ア

を
巣
立
っ
た
人
数
は
、
25
周
年

を
迎
え
た
２
０
０
５
年
に
は

累
計
１
０
０
０
人
以
上
と
な

り
、
中
か
ら
は
著
名
な
演
奏
家

も
誕
生
し
て
い
た
が
、
い
よ
い

よ
ア
カ
デ
ミ
ア
を
閉
じ
る
決

意
を
し
た
。

▼
第
四
楽
章
　
御
宿

２
０
１
４
年
、
74
歳
に
な

る
ユ
リ
子
は
、
千
葉
県
御
宿

町
に
引
っ
越
し
た
。
御
宿
は

メ
キ
シ
コ
と
友
好
都
市
で
、

そ
の
由
来
は
い
ま
か
ら
４
０

０
年
以
上
も
前
に
遡
る
。
１

６
０
９
年
に
メ
キ
シ
コ
の
帆

船
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
号
が

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
帰
航
の
お

り
台
風
に
遭
い
、
御
宿
の
岩

和
田
海
岸
沖
に
座
礁
し
た
。

地
元
の
漁
民
や
海
女
た
ち
が
、

乗
員
３
１
７
名
を
救
護
し
た

こ
と
に
由
来
す
る
。
日
墨
友

好
の
拠
点
と
し
、
ユ
リ
子
は

２
０
１
６
年
９
月
に
「
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
家
」
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。
真
っ
青
な
壁
面
の

３
階
建
て
、
明
る
く
象
徴
的

御
宿
で
の
日
墨
友
好
の
絆
は

地
元
民
と
の
関
わ
り
で
生
ま

れ
強
く
な
っ
て
い
る
。

ユ
リ
子
は
、
80
年
の
人
生

で
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
通
し

て
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

い
ま
為
す
べ
き
こ
と
は
、
自

身
が
体
験
し
、
学
び
、
思
索

し
た
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
方
法
は
も
は
や

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
は
な
く
、

文
筆
や
講
演
で
。
子
供
た
ち

に
は
絵
本
で
語
る
こ
と
に
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
い
く
つ
か

の
書
籍
が
あ
る
が
、
こ
の
６

月
に
は
、『
ゆ
び
の
こ
と
、

し
っ
て
る
？
』
と
い
う
絵
本

が
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
絵
本

の
絵
は
、
ユ
リ
子
が
小
学
５

年
の
時
、
絵
を
描
く
喜
び
を

教
え
て
く
れ
た
図
工
の
大
西

三
朗
先
生
が
描
い
て
く
れ

た
。
現
在
93
歳
で
あ
る
が
、

優
し
さ
に
満
ち
機
知
に
富
ん

で
い
る
。

結
び
に
、
ユ
リ
子
の
人
生

は
、
書
名
に
も
あ
る
次
の
言

葉
、「
ア
ジ
タ
ー
ト
・
マ
・

ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ
」（
激
し

く
、
し
か
し
、
過
ぎ
ず
に
）

で
、
協
奏
さ
れ
る
。

【
文
献
】

①
黒
沼
ユ
リ
子
、『
ア
ジ
タ
ー

ト
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ
』、

未
来
社
（
１
９
７
８
）

②
黒
沼
ユ
リ
子
、『
メ
キ
シ
コ

か
ら
の
手
紙
』、
岩
波
新
書

（
１
９
８
０
）

③
黒
沼
ユ
リ
子
、『
メ
キ
シ
コ

の
輝
き
』、
岩
波
新
書
（
１
９

８
９
）

④
黒
沼
ユ
リ
子
、『
ド
ヴ
ォ
ル

ジ
ャ
ー
ク
』、
冨
山
房
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
２
０
１
８
）

⑤
黒
沼
ユ
リ
子
、『
黒
沼
ユ
リ

子　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
世
界

か
ら
学
ぶ
』、
平
凡
社
（
２
０

１
９
）

⑥
黒
沼
ユ
リ
子
、『
ゆ
び
の
こ

と
、
し
っ
て
る
？
（
ユ
リ
子
お

ば
ち
ゃ
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
え

ほ
ん
）』
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
（
２
０
２
１
）

０
年
12
月
、
20
歳

の
と
き
、
メ
キ
シ

コ
人
の
博
士
課
程

学
生
と
結
婚
し
た
。

そ
れ
で
も
ユ
リ

子
は
、
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
は
し
っ
か
り

と
習
熟
し
、
ア
カ

デ
ミ
ー
も
通
常
は

４
年
で
卒
業
の
と
こ
ろ
３
年

で
繰
り
上
げ
修
了
し
た
。
し

か
も
、
そ
の
仕
上
げ
に
は
、

前
述
し
た
伝
統
の
「
プ
ラ
ハ

の
春
」
で
栄
誉
あ
る
演
奏
す

る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
。
１

９
６
２
年
、
ユ
リ
子
は
チ
ェ

コ
に
３
年
半
暮
ら
し
、
夫
と

と
も
に
メ
キ
シ
コ
に
、
新
天

地
を
求
め
て
出
発
し
た
。

▼
第
三
楽
章
　
メ
キ
シ
コ

メ
キ
シ
コ
は
親
日
国
で
あ

る
。
19
世
紀
末
か
ら
メ
キ
シ

コ
に
多
く
の
日
本
人
が
移
住

し
夢
を
託
し
た
。
そ
の
人
々

が
真
面
目
で
あ
っ
た
の
で
、

メ
キ
シ
コ
で
は
日
本
人
の
評

判
が
い
い
。
夫
の
リ
カ
ル

ド
・
フ
ェ
レ
ー
も
日
本
人
の

お
嫁
さ
ん
を
連
れ
て
来
た
と

評
判
に
な
り
、
ユ
リ
子
も
優

し
く
迎
え
ら
れ
た
。
が
、
メ

キ
シ
コ
は
多
民
族
国
家
で
あ

り
、
社
会
的
身
分
や
暮
ら
し

向
き
に
大
き
な
差
が
み
ら
れ

る
。
豊
か
な
人
、
あ
る
い
は

貧
し
く
旧
来
の
生
活
を
し
て

い
る
人
も
い
る
。

間
も
な
く
ユ
リ
子
は
、
夫

が
東
京
大
学
で
研
究
す
る
こ

と
に
な
り
、
日
本
に
２
年
間

滞
在
し
た
。
そ
の
時
期
に
息

子
の
リ
ュ
ウ
が
誕
生
し
た
。

３
年
し
て
再
び
メ
キ
シ
コ
に

戻
っ
た
が
、
縁
が
あ
り
シ
カ

ゴ
の
大
学
で
２
年
間
暮
ら
し

た
。
そ
の
後
は
、
ウ
ィ
ー
ン

で
暮
ら
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

▼
第
一
楽
章
　
東
京

１
９
４
０
年
６
月
４
日
、

ユ
リ
子
は
４
人
兄
姉
の
末
っ

子
、
三
女
と
し
て
生
ま
れ

た
。
黒
沼
家
は
、
父
が
円
タ

ク
（
当
時
の
黒
塗
り
タ
ク
シ

ー
）
で
東
京
駅
近
く
の
赤
煉

瓦
ビ
ル
ま
で
通
勤
し
て
い
た

家
庭
で
、
そ
の
父
は
幼
い

頃
、
両
国
教
会
に
通
い
賛
美

歌
を
聴
き
、
西
洋
音
楽
の
フ

ァ
ン
と
な
っ
た
。
が
、
時
代

は
戦
争
末
期
。
空
襲
が
一
家

を
襲
う
。
幡
ヶ
谷
に
家
は
あ

っ
た
。
姉
は
疎
開
し
た
が
学

齢
前
の
ユ
リ
子
は
、
火
の
川

に
な
っ
た
甲
州
街
道
を
母
に

背
負
わ
れ
て
横
切
っ
た
こ
と

が
記
憶
に
残
る
。

戦
後
と
な
り
、
幸
い
家
族

は
無
事
。
８
歳
の
ク
リ
ス
マ

ス
の
日
、
父
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ

た
。
稽
古
に
阿
佐
ヶ
谷
ま
で

通
っ
た
。
父
が
電
車
で
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
た
。
ス
ズ

キ
・
メ
ソ
ー
ド
で
有
名
な
鈴

木
鎮
一
先
生
の
教
室
「
才
能

教
育
研
究
会
」
で
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
た
。
そ
の
後
、
鷲
見

三
郎
先
生
に
習
っ
た
。
負
け

ず
嫌
い
の
ユ
リ
子
は
め
き
め

き
腕
を
上
げ
た
。
恵
泉
女
学

園
中
学
の
２
年
で
、
日
本
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位
に
な

っ
た
。
中
学
３
年
で
は
、
桐

朋
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
入
り

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
の
演
奏
体

験
も
し
た
。

斎
藤
秀
雄
先
生
の
勧
め
で
、

高
校
は
桐
朋
学
園
に
進
み
、
日

本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
１
位

／
特
賞
を
受
賞
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
奨
学
金
を
得
て
い
た
が
、

も
は
や
プ
ロ
と
い
う
こ
と
で
、

奨
学
金
の
支
給
は
打
ち
切
ら

れ
た
。
そ
ん
な
お
り
、
高
校
３

黒沼ユリ子氏近影

「ヴァイオリンの家」の前で黒沼姉妹

も
つ
。
し
た
が
い

過
去
～
現
在
～
未

来
の
時
空
と
常
に

関
わ
る
。
そ
の
と

き
、
そ
の
人
は
哲

学
者
に
な
る
。
そ

ん
な
人
格
を
、
い

ま
黒
沼
ユ
リ
子

氏
、
そ
の
人
に
見

出
し
た
。
今
回
、

筆
者
は
、
黒
沼
ユ

リ
子
氏
自
身
の
人

生
を
、
文
字
の
楽

曲
と
し
て
記
し
て

み
た
い
。

年
の
９
月
に
、
チ

ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア

政
府
招
待
給
費
留

学
生
の
募
集
を
知

っ
た
。
高
校
卒
業

以
上
が
応
募
資
格

で
あ
っ
た
が
、
高

校
卒
業
見
込
み
で

可
と
し
て
く
れ
、

受
験
、
見
事
、
音

楽
部
門
の
３
名
の

中
に
合
格
し
た

（
も
う
１
名
は
、
言

語
学
の
枠
で
あ
っ

た
）。

で
の
生
活
に
退
屈

し
て
い
た
と
き
、

メ
キ
シ
コ
の
中
央

部
に
夫
の
仕
事
が

で
き
、
暮
ら
す
こ

と
に
な
っ
た
。
ユ

リ
子
は
、
１
９
８

０
年
秋
、
メ
キ
シ

コ
シ
テ
ィ
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
音
楽
院
「
ア
カ

デ
ミ
ア
・
ユ
リ

コ
・
ク
ロ
ヌ
マ
」

を
開
設
し
、
弦
楽

器
教
育
と
日
墨
文

化
交
流
に
努
め


